[image: image1.emf]年　　度 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

島原地区 34,727 34,595 34,470 34,139 33,784 33,460 33,254 33,029 32,738 32,614

微減

有明地区 10,928 10,850 10,815 10,702 10,694 10,538 10,419 10,273 10,135 10,007

微減

中木場簡易水道 1,838 1,824 1,815 1,790 1,754 1,733 1,763 1,731 1,726 1,696

横這い

計 47,493 47,269 47,100 46,631 46,232 45,731 45,436 45,033 44,599 44,317
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口

[image: image2.emf]平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

島原地区 14,156 13,992 13,738 14,194 13,481 13,598 13,769 13,490 13,105 13,118

微減

有明地区 3,193 3,490 3,694 3,484 3,829 3,512 3,485 3,201 3,059 2,770

減少

中木場簡易水道 607 575 595 582 552 562 605 629 592 508

減少

計 17,956 18,057 18,027 18,260 17,862 17,672 17,859 17,320 16,756 16,396

減少
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日
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３－１　水道サービスの持続性の確保
１）水道事業の経営状況（過年度決算状況）
　島原市の水道事業は、地方公営企業の適用を受け経営しています。地方公営企業法の適用を受ける水道事業は、企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進することを経営の基本原則として、事業経営にかかる経費は、企業経営に伴う収入をもって充当するものとされています。つまり、水道事業は、原則として独立採算により運営されており、給水サービスの代価である水道料金収入などを財源に、取水から給水までにかかる費用や施設整備にかかる費用を賄っています。
　これからの水道事業経営は、利用者のニーズに見合う施設整備や老朽化施設の更新などに必要な財源確保、事業統合による運営基盤の強化および効率的な経営が課題になっています。
表3.1　島原市水道事業　経営状況の推移（平成27～令和元年度決算）
[image: image3.emf]平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H27→R.1

島原地区 16,560 17,045 16,108 16,804 15,080 20,650 16,649 15,589 16,245 14,978

減少

有明地区 3,992 4,164 4,824 4,127 3,866 5,258 4,519 3,605 3,570 3,017

減少

中木場簡易水道 1,193 873 759 954 796 798 798 851 1,020 711

減少

計 21,745 22,082 21,691 21,885 19,742 26,706 21,966 20,045 20,835 18,706

減少
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日
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大

給

水

量

単位：千円（税抜）
※平成28年度の給水収益と簡易水道収益は、隔月検針への移行調整のため11ヶ月分で計上している。
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単位：千円（税抜）
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図3.1　島原市水道事業　収益的収入と収益的支出の内訳（平成27～令和元年度決算）
[image: image8.png]—BFEskE (m3/8)

25000

20,000

15,000

10,000

5,000

DBRIBK DHIK oth KIS KE

TE22 TH23 TH24 TH25 TH26 TH27 TM28 TH29 T30

BT

FE




図3.2　島原市水道事業　過去5年間の給水原価の内訳（平成27～令和元年度決算）
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２）業務指標（PI）による現状分析・評価
利用者へ水道サービスを安定して提供していくためには、事業運営の健全性や安定性を持続することが不可欠です。
水道事業の持続に関する業務指標の中から経営資源の3要素である「ヒト」、「モノ」、「カネ」に関する指標を抽出し、平成25年度から平成30年度までの5年間の推移と5年間の改善度を表3.1.1に示します。また、県内21事業体と比較した乖離値レーダーチャートを図3.1.1に示します。
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表3.1.1　水道事業の持続に関する業務指標（平成25～平成30年度）
注：職員一人当たり有収水量は、通常は大きい程良い（経営効率が良い）指標として評価しますが、
ここでは人材確保の状況を見る指標として、小さい程良い（職員数が多い）指標として評価しています。
出典：現状分析診断システム 2020（公財）水道技術研究センター
[image: image11.emf]年　　度 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

生活用1日平均使用水量

7,771 7,654 7,579 7,563 7,201 7,136 7,144 7,179 7,151 7,015

微減

業務・営業用1日平均使用水量

3,530 3,439 3,268 3,326 3,114 3,158 3,311 3,235 3,192 3,114

微減

工場用1日平均使用水量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－

その他1日平均使用水量

25 28 23 24 23 23 20 18 18 14

減少

無　収　水　量 856 856 1,005 1,035 249 252 267 251 250 248

微減

無　効　水　量 1,614 1,679 1,533 1,878 2,575 2,782 2,751 2,807 2,494 2,727

微減

計 13,796 13,656 13,408 13,826 13,162 13,351 13,493 13,490 13,105 13,118
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図3.1.1　水道事業の持続に関する乖離値レーダーチャート（平成30年度）
※乖離値とは、各PI値の比較事業体平均値との差を表す指標であり、50以上（青の下線）の場合は比較事業体平均に比べ優れていることを、50未満（赤の下線）の場合は比較事業体平均に比べて劣っていることをそれぞれ示している。
３）課題（改善メニュー）の抽出
（1）「ヒト」に関する指標改善への課題（改善メニュー）
・ICT化の推進：RPA（ロボテックス・プロセス・オートメーション）の導入
・職員研修の推進：ベテラン技術者による内部講習の開催や外部講習への参加
（2）「モノ」に関する指標改善への課題（改善メニュー）
・現状分析（耐震診断他）：既存施設の能力の見極め
・更新事業費の予算化：アセットマネジメントの継続的な実施による更新事業費の見極め
・ダウンサイジング：施設能力の適正化
（3）「カネ」に関する指標改善への課題（改善メニュー）
・水道料金改定：水道料金の適正化、水量区分の見直し
・ダウンサイジング：施設能力の適正化
・更新事業費の予算化：アセットマネジメントの継続的な実施による更新事業費の見極め
・民間資金の活用：管路DB（デザイン・ビルド）
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生活用1日平均使用水量

427 413 408 401 379 379 387 388 388 377

微減

業務・営業用1日平均使用水量

65 67 66 73 71 76 66 60 55 58

減少

工場用1日平均使用水量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－

その他1日平均使用水量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－

無　収　水　量 37 36 35 40 19 19 21 20 16 14

減少

無　効　水　量 78 59 86 68 83 88 131 161 133 59

減少

計 607 575 595 582 552 562 605 629 592 508

減少
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３－２　安全な水の保証
1）水需要の動向に関する現状分析・評価
　本市の給水人口は、中木場簡易水道が概ね横ばい、島原地区と有明地区が緩やかな減少傾向を示しており、島原市全体でも緩やかな減少傾向を示しています。
一方、給水量については、減少度合いは異なるものの、いずれも減少傾向を示している。
今後も、社会・経済情勢の低迷の中、少子・高齢化の影響や節水型機器の普及などによる一人当たり使用水量の減少や、行政区域内人口の減少による使用水量の減少など、大幅な需要増加は見込めない状況にあります。
（1）給水人口
[image: image14.jpg]


表3.2.1　過去10年間の給水人口実績表　　　　　　単位：人
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図3.2.1　過去10年間の給水人口実績グラフ
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（2）一日平均給水量
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有機化学物質濃度水質基準比率
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消毒副生成物濃度水質基準比率
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B504

管路の更新率
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法定耐用年数超過設備率

B503

法定耐用年数超過管路率
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鉛製給水管率
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【配水】
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【給水】

（鉛製給水管）

【原水・浄水】

（地下水汚染）

【給水】
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比較事業体平均 乖離値H30

：比較対象事業体の平均に比べて優れている。

：比較対象事業体の平均に比べて劣っている。

表3.2.2　過去10年間の一日平均給水量実績表　　　　単位：m3/日
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図3.2.2　過去10年間の一日平均給水量実績グラフ
[image: image19.emf]持続

20

30

40

50

60

70

80

C124

職員一人当たり有収水量

C108

給水収益に対する職員給与費の割合

C205

水道業務平均経験年数

B504

管路の更新率

B110

漏水率

B104

施設利用率

B301

配水量1m3当たり電力消費量

C102

経常収支比率

C113

料金回収率

C114

供給単価

C115

給水原価

C106

繰入金比率（資本的収入分）

C119

自己資本構成比率

C121

企業債償還元金対減価償却費比率

比較事業体平均 乖離値H30

【ヒト】（人材確保）

【モノ】（効率性）

【カネ】（料金）

【カネ】（収益性）

【ヒト】（効率性）

【ヒト】（技術力）

【モノ】（投資）

【カネ】（効率性）

【カネ】（他会計依存）

【カネ】（財務健全性）

*

：比較対象事業体の平均に比べて優れている。

：比較対象事業体の平均に比べて劣っている。


（3）一日最大給水量
[image: image20.emf]　 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 平均

給  水  収  益 649,633 602,754 656,284 654,447 645,119 641,647

簡易水道収益 26,407 24,110 21,196 20,935 20,641 22,658

その他営業収益 254 252 1,260 344 420 506

小   計 676,294 627,116 678,740 675,726 666,180 664,811

受　取  利  息 168 95 101 257 58 136

長期前受金戻入 67,217 77,773 82,767 91,570 104,992 84,864

他会計補助金 21,518 18,550 21,564 20,393 19,514 20,308

その他の営業外収益 2,583 1,977 2,313 3,809 2,843 2,705

小   計 91,486 98,395 106,745 116,029 127,407 108,012

767,780 725,511 785,485 791,755 793,587 772,824

原水及び浄水費 69,746 71,682 74,723 69,835 72,489 71,695

配水及び給水費 81,672 89,815 97,316 104,225 116,809 97,967

受託工事費等 0 0 0 0 0 0

簡易水道費 13,760 14,559 13,344 13,449 14,284 13,879

総　係　費 91,496 84,330 86,869 82,964 88,923 86,916

減 価 償 却 費 277,804 297,372 297,262 303,815 316,596 298,570

資 産 減 耗 費 1,872 1,106 2,540 479 322 1,264

その他の費用 0 0 0 0 0 0

小   計 536,350 558,864 572,054 574,767 609,423 570,292

支払利息（水道事業債） 88,423 85,622 82,031 78,345 74,533 81,791

その他の営業外費用 499 1,803 522 596 463 777

小   計 88,922 87,425 82,553 78,941 74,996 82,567

625,272 646,289 654,607 653,708 684,419 652,859

0 0 0 0 0 0

142,508 79,222 130,878 138,047 109,168 119,965

（円／ｍ

3

）

117.5 129.0 120.4 119.1 124.9 122.0

（円／ｍ

3

）

142.3 142.3 142.6 143.0 143.5 142.7

（ｍ

3

／年）

4,749,805 4,406,512 4,751,408 4,721,715 4,639,610 4,653,810

給水原価

供給単価

年間有収水量

収

　

益

　

的

　

収

　

支

収

入

営

業

収

益

営

業

外

収

益

計　①

支

出

営

業

費

用

営

業

外

費

用

計　②　

特別損失

当年度純利益　③＝①－②

表3.2.3　過去10年間の一日最大給水量実績表　　　単位：m3/日
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生活用1日平均使用水量

1,840 1,855 1,873 1,893 1,954 1,835 1,886 1,856 1,842 1,821

横這い

業務・営業用1日平均使用水量

290 287 277 266 321 275 278 281 289 278

横這い

工場用1日平均使用水量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－

その他1日平均使用水量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－

無　収　水　量 3 15 33 32 192 185 185 64 61 55

減少

無　効　水　量 1,060 1,333 1,511 1,293 1,362 1,217 1,136 1,000 867 616

減少
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図3.2.3　過去10年間の一日最大給水量実績グラフ
[image: image22.png]KE (m3/8)

5,000
4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000

500

DAESFEREAKE D35 - SERBEAKE
i DZDitEAKE oEIRKE
L oEMIKE

T2 23 24 25 26 27 28 29 30 $£F0T
FEE




2）一日平均給水量の内訳
一日平均給水量の内訳は、生活用使用水量、業務・営業用使用水量、その他使用水量、無収水量および無効水量です。過去10年間の実績変動では、生活用と業務・営業用が概ね一定で推移しています。一方、平成26年度以降、無収水量と無効水量は集計方法を見直しており、無効水量は、緩やかな減少傾向を示しており、漏水調査の実施と漏水箇所の補修や、管路更新の成果が上がってきています。
[image: image23.emf]単位

改善

方向

指標

特性

PI値

H25

PI値

H26

PI値

H27

PI値

H28

PI値

H29

PI値

H30

改善度

H25→

H30

県内

平均値

H30

人材確保 C124

職員一人当たり有収水量

注

m

3

/人

－ 単年 221,000 219,000 217,000 201,000 218,000 217,000

変化なし

263,400

効率性 C108 給水収益に対する職員給与費の割合 ％ － 単年 23.8 18.6 19.2 20.0 20.2 18.9

改善傾向

16.2

技術力 C205 水道業務平均経験年数 年/人 ＋ 累積 13.0 12.0 23.0 22.0 11.0 10.0

悪化傾向

9.3

B504 管路の更新率 ％ ＋ 単年 0.72 0.84 0.57 24.06 1.01 0.62

悪化傾向

0.64

B110 漏水率 ％ － 単年 0.2 0.3 0.3 0.5 0.9 1.7

悪化傾向

11.2

B104 施設利用率 ％ ＋ 単年 57.4 57.0 55.8 63.9 52.4 53.0

悪化傾向

63.5

B301

配水量1m

3

当たり電力消費量 kWh/m

3

－ 単年 0.40 0.39 0.40 0.41 0.43 0.44

悪化傾向

0.83

収益性 C102 経常収支比率 ％ ＋ 単年 98.6 123.7 122.8 112.3 120.0 121.1

改善傾向

111.7

C113 料金回収率 ％ ＋ 単年 97.4 117.2 116.4 110.3 118.5 120.1

改善傾向

99.3

C114 供給単価

円/m

3

＋ 単年 111.7 145.5 142.8 148.5 147.7 148.1

改善傾向

175.1

効率性 C115 給水原価

円/m

3

－ 単年 114.7 124.1 122.7 134.7 124.6 123.3

悪化傾向

182.5

他会計依存 C106 繰入金比率（資本的収入分） ％ － 単年 7.1 29.4 35.8 43.1 30.3 13.4

悪化傾向

29.0

C119 自己資本構成比率 ％ ＋ 累積 41.0 38.9 39.6 41.0 42.7 43.1

改善傾向

64.5

C121 企業債償還元金対減価償却費比率 ％ － 累積 102.1 67.4 74.4 85.5 87.6 99.7

変化なし

86.7
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表3.2.4　過去10年間の一日平均給水量の内訳（島原地区）　単位：m3/日
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原水由来の臭気
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変化なし
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A105重金属濃度水質基準比率 ％ － 単年 4.0 1.5 1.5 1.4 1.3 1.3

改善傾向

4.9

A107有機化学物質濃度水質基準比率 ％ － 単年 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

変化なし

1.2

A108消毒副生成物濃度水質基準比率 ％ － 単年 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.4

改善傾向

12.3

A101平均残留塩素濃度 mg/L － 単年 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

変化なし
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赤水・濁水 B504 管路の更新率 ％ ＋ 単年 0.72 0.84 0.57 24.06 1.01 0.62

悪化傾向

0.64

B502 法定耐用年数超過設備率 ％ － 累積 22.8 22.8 22.8 22.8 22.8 22.1

変化なし
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変化なし
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図3.2.4　過去10年間の一日平均給水量の内訳グラフ（島原地区）
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B504 管路の更新率 ％ ＋ 単年 0.7 0.8 0.6 24.1 1.0 0.6

悪化傾向

0.6

給水管・給水

用具最適化

B208 給水管の事故割合
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悪化傾向

6.9

B605

管路の耐震化率

＊

％ ＋ 累積 9.5 27.3 28.5 28.8 32.8 33.2

改善傾向
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表3.2.5　過去10年間の一日平均給水量の内訳（有明地区）　単位：m3/日
図3.2.5　過去10年間の一日平均給水量の内訳グラフ（有明地区）

表3.2.6　過去10年間の一日平均給水量の内訳（中木場簡易水道）　単位：m3/日

図3.2.6　過去10年間の一日平均給水量の内訳グラフ（中木場簡易水道）

3）原水水質および浄水水質に関する現状分析・評価
　本市の水道原水は、地下水のみを活用していることから、その大半が塩素消毒のみの簡易的な浄水処理で対応可能になっています。一方、原水の硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素濃度が、複数の水源で水質基準値を超過しており、他の良好な水質の水源を用い希釈し給水している状況にあります。また、他の水質項目についても、水質基準値の超過は見られないが、水質管理上留意すべき項目として設定された「水質管理目標設定項目※1」の目標値を超過している水源が見られます。
現在、島原市が取水している水源のうち、過去5年間（平成27年度～令和元年度）の実績変動から今後の水質動向に着目すべき水質項目は、表3.2.4と表3.2.5の通りです。
表3.2.4　水源別の着目水質項目（原水）
	水系名
	着　目　水　質　項　目　　

	上の原
	○上の原第1水源：フッ素及びその化合物
○上の原第2，第3水源：pH値

	三会
	○三会第2水源：特になし
○三会第3水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	森岳
	〇森岳第1水源：特になし
○森岳第2水源：蒸発残留物

	安中
	○安中第1，2水源：ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）、蒸発残留物、有機物（TOCの量）、pH値

	折橋
	○折橋第1，第2水源：蒸発残留物、pH値

	中木場
	○中木場第2水源：ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）、蒸発残留物、pH値

	油堀
	○油堀第1，第2水源：特になし

	礫石原
	○礫石原第1水源： pH値
○礫石原第2水源：特になし

	立野
	○立野第1，第2水源：特になし

	高野
	○高野第1，第2，第3水源：特になし

	川内
	○川内第1水源：特になし

	二ツ石
	○二ツ石第1，第2水源：特になし

	水ノ出口
	○水ノ出口第1，第2水源：特になし

	久原
	○久原第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	舞人堂
	○舞人堂第1水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物
○舞人堂第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

	出口
	○出口第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	松崎
	○松崎第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物



表3.2.5　水源別の着目水質項目（浄水）
	水系名
	着　目　水　質　項　目　　

	上の原
	○上の原第1水源：フッ素及びその化合物
○上の原第2，第3水源：pH値

	三会
	○三会第2水源：特になし
○三会第3水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	森岳
	〇森岳第1水源：特になし
○森岳第2水源：蒸発残留物

	安中
	○安中第1，2水源：ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）、蒸発残留物、総トリハロメタン、
有機物（TOCの量）

	折橋
	○折橋第1，第2水源：蒸発残留物

	中木場
	○中木場第2水源：ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）、蒸発残留物

	油堀
	○特になし

	礫石原
	○特になし

	立野
	○特になし

	高野
	○特になし

	川内
	○特になし

	二ツ石
	○特になし

	水ノ出口
	○特になし

	久原
	○久原第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	舞人堂
	○舞人堂第1水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物
○舞人堂第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

	出口
	○出口第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物

	松崎
	○松崎第1，第2水源：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、蒸発残留物


　全ての水系における浄水水質は、水道水質基準を満たしています。
　本市の浄水処理は、一部の水系で低pH対策として曝気処理を行っている施設以外は、原水水質が良好なことから次亜塩素酸ナトリウムによる消毒のみを行っています。そのため原水水質と浄水水質の着目水質項目は概ね一致しており、塩素滅菌による消毒副生成物が浄水水質の着目水質項目になっています。
【用語説明】
※1水質管理目標設定項目：水道水中での検出の可能性があることから、水質管理上留意すべき項目として27項目の目標値が設定されている。

4）業務指標（PI）による現状分析・評価
利用者へ安全な水道水を提供していくためには、原水の取水から利用者へ給水するまでの水道システムの安全性を確保・維持することが不可欠です。
水道事業の安全に関する業務指標の中から水道システムを構成する「原水・浄水」、「配水」、「給水」に関する指標を抽出し、平成25年度から平成30年度までの5年間の推移と5年間の改善度を表3.2.5に示します。また、県内21事業体と比較した乖離値レーダーチャートを図3.2.7に示します。
表3.2.5　水道事業の安全に関する業務指標（平成25～平成30年度）
出典：現状分析診断システム 2020（公財）水道技術研究センター



6）課題（改善メニュー）の抽出
　現状分析・評価の結果から各種指標を改善するための将来の課題（改善メニュー）は、下記の事項になります。
（1）「原水・浄水」に関する指標改善への課題
・水安全計画：水安全計画の継続的な運用
・水源モニタリング：原水水質の継続的な監視
・代替水源の活用（原水融通も含む）：良質な原水の優先的な活用
（2）「配水」に関する指標改善への課題
・管路の更新・更生・洗管：更新計画の策定とその実施
・浄水施設の更新：アセットマネジメントの継続的な実施による更新計画の策定とその実施
・配水施設（管路含む）の更新：アセットマネジメントの継続的な実施による更新計画の策定とその実施
（3）「給水」に関する指標改善への課題
・直結給水の推進：直結給水が可能なエリアの見極めとその情報提供
・貯水槽水道等の管理強化：広報誌による情報提供
・水質に関する情報提供：広報誌による情報提供
・きき水の実施：水道PR活動の実施
・利用者とのコミュニケーション強化：水道PR活動の実施

３－３　危機管理への対応の徹底
1）水源の運用状況
　島原市の水源は、地下水（深井戸）を主体としており、表流水に比べ天候や季節に左右されることなく、安定した水量の確保ができます。一方、中木場第１水源は、砂の巻き上げに伴い休止しており、上の原配水池と安中配水池などが整備中であることから、計画取水量を超過した取水実績もあります。
　表3.3.1から表3.3.3に示している計画取水量は、島原市水道事業（第7次拡張）の事業認可の水源計画の値を示しています。また、計画取水量のうち（　）の値は、予備水源（交互運用を含む）または廃止予定を示しています。
表3.3.1　水源施設の概要（島原地区）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	上の原
	上の原第1水源
	地下水（浅井戸）
	6,700  
	5,104 
	

	
	上の原第２水源
	地下水（深井戸）
	1,900  
	0 
	交互運用

	
	上の原第3水源
	地下水（深井戸）
	（1,900） 
	R2供用開始 
	

	森岳
	森岳第１水源
	地下水（深井戸）
	1,200  
	1,878 
	

	
	森岳第2水源
	地下水（深井戸）
	1,400  
	1,828 
	

	折橋
	折橋第１水源
	地下水（深井戸）
	1,000  
	731 
	

	
	折橋第２水源
	地下水（深井戸）
	1,600  
	1,815 
	

	三会
	三会第２水源
	地下水（深井戸）
	1,400  
	1,102 
	

	
	三会第３水源
	地下水（深井戸）
	（1,400）
	827 
	予備水源

	安中
	安中第１水源
	地下水（深井戸）
	（2,000）
	1,329 
	廃止予定

	
	安中第２水源
	地下水（深井戸）
	（1,700）
	1,339 
	廃止予定

	油堀
	油堀第１水源
	地下水（深井戸）
	600  
	259 
	交互運用

	
	油堀第２水源
	地下水（深井戸）
	（600）
	307 
	

	礫石原
	礫石原第１水源
	地下水（深井戸）
	400  
	0 
	交互運用

	
	礫石原第２水源
	地下水（深井戸）
	（400）
	161 
	

	立野
	立野第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	99 
	交互運用

	
	立野第２水源
	地下水（深井戸）
	（200）
	126 
	

	島原地区　計（17か所）
	16,400 
	16,905 
	



表3.3.2　水源施設の概要（有明地区）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	高野
	高野第1水源
	地下水（深井戸）
	440  
	445 
	第3と交互運用

	
	高野第2水源
	地下水（深井戸）
	600  
	473 
	

	
	高野第3水源
	地下水（深井戸）
	（440） 
	0 
	第1と交互運用

	川内
	川内第１水源
	地下水（深井戸）
	870  
	672 
	

	二ツ石
	二ツ石第１水源
	地下水（深井戸）
	600  
	416 
	交互運用

	
	二ツ石第２水源
	地下水（深井戸）
	（600）
	371 
	

	水ノ出口
	水ノ出口第１水源
	地下水（深井戸）
	440  
	254 
	交互運用

	
	水ノ出口第2水源
	地下水（深井戸）
	（440）
	169 
	

	舞人堂
	舞人堂第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	257 
	

	
	舞人堂第２水源
	地下水（深井戸）
	150  
	187 
	

	久原
	久原第１水源
	地下水（深井戸）
	400  
	208 
	交互運用

	
	久原第２水源
	地下水（深井戸）
	（400）
	216 
	

	出口
	出口第１水源
	地下水（深井戸）
	300  
	176 
	交互運用

	
	出口第２水源
	地下水（深井戸）
	（300）
	171 
	

	松崎
	松崎第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	98 
	交互運用

	
	松崎第２水源
	地下水（深井戸）
	（200）
	90 
	

	有明地区　計（16か所）
	4,200  
	4,203 
	


表3.3.3　水源施設の概要（中木場簡易水道）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	中木場
	中木場第1水源
	地下水（深井戸）
	（1,000） 
	―
	休止中

	
	中木場第２水源
	地下水（深井戸）
	1,000 
	711
	

	
	中木場第3水源
	地下水（深井戸）
	（1,000） 
	―
	R5供用開始予定

	中木場簡易水道　計（3か所）
	1,000 
	711
	



2）配水池の運用状況
配水池は、浄水処理後の水を貯留するための重要な拠点施設であります。水道水を貯留している配水池は、平常時の給水量の時間的な変動を調整すること、また、地震などの災害時における緊急給水拠点や不測の事故発生時の断水回避・軽減などの役割があります。一般的に配水池の容量は、その配水池の計画一日最大配水量の12時間（貯留時間12時間）分以上を標準に整備することが望ましいとされています。
島原市の配水池の貯留時間は、全体で約14.3時間であり、概ね安定した配水運用が可能と評価できます。しかし、各配水池の貯留時間での評価は、社会情勢や人口動態の変化による需要と供給の不均衡から、一部の配水池で容量の過不足が見られ適正な貯留時間を確保できないことが課題となっています。

表3.3.4　配水池の運用実績
	事業名
	水系
	配水池名
	①配水池容量
（m3）
	令和元年度実績

	
	
	
	
	②日最大
（m3/日）
	貯留時間
①÷②×24（h）
	発生日

	島原地区
有明地区
	上の原
	上の原第１配水池
	1,800 
	2,218 
	19.5 
	8月14日

	
	
	上の原第２配水池
	1,000 
	3,267 
	7.3 
	 6月20日

	
	森岳
	森岳配水池
	1,500 
	3,328 
	10.8 
	6月5日

	
	折橋
	折橋第1配水池
	100 
	206 
	11.7 
	8月9日，8月14日

	
	
	折橋第２配水池
	1,000 
	672 
	35.7 
	6月12日

	
	
	折橋第３配水池
	380 
	1,382 
	6.6 
	8月1日

	
	三会
	三会配水池
	1,500 
	2,258 
	15.9 
	8月13日

	
	
	江里配水池
	120 
	288 
	10.0 
	12月31日

	
	安中
	安中配水池
	800 
	2,276 
	8.4 
	1月16日

	
	油堀
	油堀配水池
	300 
	207 
	34.8 
	12月31日

	
	礫石原
	礫石原配水池
	180 
	141 
	30.6 
	6月3日

	
	立野
	立野配水池
	50 

	20 
	60.0 
	7月26日

	
	川内
	第１配水池
	511.4 
	465 
	26.4 
	12月31日

	
	二ツ石
	二ツ石配水池
	150 
	184 
	19.6 
	4月18日

	
	
	川内第２配水池
	17.5 
	－ 
	－ 
	－ 

	
	
	川内第２増設配水池
	32 
	－ 
	－ 
	－ 

	
	水ノ出口
	水ノ出口配水池
	340 
	311 
	26.2 
	4月6日

	
	高野
	高野配水池
	150 
	47 
	76.6 
	3月17日，3月31日

	
	久原
	久原配水池
	270 
	684 
	9.5 
	9月26日

	
	舞人堂
	舞人堂配水池
	402 
	815 
	11.8 
	9月17日，9月24日

	
	出口
	出口配水池
	400 
	587 
	16.4 
	7月4日

	
	松崎
	松崎配水池
	380 
	379 
	24.1 
	12月31日

	
	計
	11,382.9 
	19,735 
	13.8 
	

	中木場
簡易水道
	中木場
	中木場高区配水池
	330 
	388 
	20.4 
	8月5日

	
	
	中木場低区配水池
	470 
	349 
	32.3 
	8月14日

	
	計
	800 
	737
	26.1 
	

	合　計
	12,182.9 
	20,472
	14.3 
	



３）業務指標（PI）による現状分析・評価
利用者へ水道水を安定して供給していくためには、地震等の災害への備えとして危機管理への対応を徹底することが必要不可欠です。
水道事業の安定に関する業務指標の中から水道システムを構成する「老朽化対策」、「災害対策」、「施設規模の適正化」、「財源・職員の適正化」に関する指標を抽出し、平成25年度から平成30年度までの5年間の推移と5年間の改善度を表3.3.1に示し、また、県内21事業体と比較した乖離値レーダーチャートを図3.3.1に示します。
表3.3.1　水道事業の安定に関する業務指標（平成25～平成30年度）
出典：現状分析診断システム 2020（公財）水道技術研究センター



4）課題（改善メニュー）の抽出
(1)「老朽化対策」に関する指標改善への課題
・日常維持管理・保守の適切な継続実施：維持管理計画の策定
・施設情報の電子化・多角的な分析：水道施設台帳の運用
・ダウンサイジング（施設再構築）：施設能力の適正化
・現有施設等の有効活用：既存施設の能力の見極め
(2)「災害対策」に関する指標改善への課題
・基幹施設の耐震化：耐震調査・診断の実施と必要な補強や更新の実施
・事業継続・応急給水計画の策定：事業継続計画の策定
・停電時の水供給体制構築：非常用発電設備等の配備
・資機材・薬品・燃料等の調達体制構築：他の水道事業体との連携強化
・複数水道事業体による訓練等連携強化：他の水道事業体との連携強化
・住民との連絡体制構築・地域の自立促進：災害発生後の応急給水に関する情報共有
・配水池能力の見直し：施設能力の適正化
(3)「施設規模の適正化」に関する指標改善への課題
・ダウンサイジング（施設再構築）：施設能力の適正化
・現有施設等の有効活用：既存施設の能力の見極め
・関係事業体との連携：他の水道事業体との連携強化
(4)「財源・職員の適正化」に関する指標改善への課題
・新たな民間手法の導入・官民連携：民間への委託範囲の拡充
・料金の見直し：水道料金の適正化
・アセットマネジメントの実践：アセットマネジメントの継続的な実施による更新計画の策定とその実施
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図3.2.7　水道事業の安全に関する乖離値レーダーチャート（平成30年度）
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図3.3.1　水道事業の安定に関する乖離値レーダーチャート（平成30年度）





第３章　水道事業の現状評価と課題








第３章　水道事業の現状評価と課題








上の原第2配水池


　昭和42年に築造後、50年以上が経過しているおり、市内中心部へ配水している基幹的な配水池の一つです。





安中配水池


　昭和52年に築造後、40年程度が経過しています。深井戸から取水後、曝気処理と塩素消毒し、安中地区へ配水しています。





川内第1配水池


　昭和51年に築造後、45年程度が経過している有明地区で最も古い配水池です。平成8年に増設工事を行い、有明地区では、最も貯留容量が多い配水池です。








